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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東北大学には，感染症の専門家が何名かおられまして，政府の分科会なのでも活躍しておられます．
押谷教授は有名ですが，そのほか，小坂教授，児玉教授，木内教授，神垣助教などを加えて，我々経営側も含めて緊急対策班を組織しています．
先週も，1件，事案が発生したのですが，大野総長も遠隔で参加して，迅速に判断を下す体制になっています．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大学としてのDXの戦略については，コネクテッドユニバーシティ戦略としてまとめております．
３つの基本方針からなっていまして，第一に，サイバーとリアルのベストミックスによるDXを推進しようということ，第二に，スピーディーでアジャイルな経営戦略に転換しようということ，第三に，それらを何のためにやるかと言うと大学のステークホルダーとの共創のために進めようということです．企業で言うとUXユーザーエクスペリエンスの向上ということかと思います．
これにより，先の読めない大変革時代を先導し、社会価値を創造していきたいということです．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜ＴＧＬ＞
・グローバルゼミ（前期：５クラス開講）　履修者数計１１９名
　※「グローバルゼミ」履修がＴＧＬプログラムエントリーの位置づけ
 
＜ＣＤＳ（本年度試行実施）＞
・「情報基礎Ａ・Ｂ」（前期：２０クラス開講）　履修者数計２１７８名
・「実践 機械学習１」（前期：１クラス開講）　履修者数５５名
・「実践 機械学習２」（後期：１クラス開講）
 
＜ＴＥＬ（本年度試行実施）＞
・「基礎ゼミ：イノベーション人材を目指すコーチング入門」（前期：１クラス開講）　履修者数２２名
・「基礎ゼミ：めざせ！社会起業家」（前期：１クラス開講）　履修者数２２名
・「アントレプレナー入門塾　応用編」（前期：１クラス開講）　履修者数７名
・「アントレプレナー入門塾　基礎編」（後期：１クラス開講）
 
※参考：平成３１（令和元）年４月学士課程入学者数　２４５４名
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本学では、2011年４月、「災害復興新生研究機構」を設置し、復興・新生に向けた重点研究の推進と社会実装を進めてまいりました。さらに2015年７月には「社会にインパクトある研究」を開始し、重要な社会課題の解決を目的とした分野横断・学際研究の展開に至っております。奇しくも2015年は、仙台防災枠組、持続可能な開発目標SDGs、COP21パリ協定といった国際社会の三大アジェンダが制定された年でもあり、こうした動向に本学は軌を一にしています。そして一昨年からの新型コロナウイルス感染症、コロナ禍からの復興、世界の脱炭素化の加速を踏まえて、本学としては、「災害復興新生研究機構」復興アクション、「社会にインパクトある研究」、そしてコロナ禍からの復興と脱炭素化、言わばグリーン社会創造への挑戦を一体的に進めることとしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
グリーン社会の実現に貢献する人材の育成としては、これまでも学部、大学院等の様々な単位で教育が行われてまいりましたが、このたび、全学教育科目のなかに学部３・４年次を対象とした高年次教養教育としてSDGs５科目を新設して強化することとしました。さらにこの秋から全学部生を対象とした入門科目を先行実施いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここ青葉山新キャンパスは、民間寄附による研究センターが複数あることから、本学の産学連携機能の中核を担っている。
本学の強みと潜在力をベースに、次世代放射光施設等を活用し、イノベーションエコシステムにおけるグローバルな科学技術振興と社会価値創造、さらには人材育成を行う共創の場とする．


N 7o, ﬁ)ﬁ\\

W STEAFS T IR
I The Times Higher Education &S5 >%+>4%

THEA>2INO RS >F292021

4
o
4

THE Asia University Rankings 2021
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QS World University Rankings 2021-2022
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Physics & Astronomy #37 Engineering - Mechanical #52 3 FHREAZF
Engineering - Chemical #57 Materials Science #65 PN "
Chemistry #67 Natural Sciences #68 4 \ZEREERT
Engineering - Electrical #85 Engineering & Technolo #96 .
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Earth & Marine Sciences #51-100
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